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二
月
二
日
に
今
年
度
か
ら
二
カ
年
事
業
で
、
村

有
地
の
湯
湾
干
拓
地
に
建
設
す
る
田
舎
暮
ら
し
体

験
交
流
セ
ン
タ
ー
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
村
内
の
資
源
を
生
か
し
た
滞
在
・

体
験
型
観
光
事
業
な
ど
で
地
域
活
性
化
を
目
指
す

た
め
に
、
村
の
第
四
次
長
期
振
興
計
画
（
交
流
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
農
業
振
興
基
本
計
画
の
一

環
と
し
て
整
備
を
す
る
も
の
で
す
。
田
舎
暮
ら
し

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
の
八
月
に
供
用
開

始
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
完
成

後
は
滞
在
者
の
宿
泊
所
と
村
の
情
報
発
信
と
い
っ

た
事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
田
舎
暮
ら
し
体
験
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
昨
年
二
月
に
役
場
地
域
振
興
課
内
に
「
シ

マ
時
間
体
験
ツ
ア
ー
」
の
窓
口
を
設
け
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
全
国
か
ら
ツ
ア
ー
客
を
募
っ
て
き

ま
し
た
。

　

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
元
気
の
出
る
公
社
で

管
理
と
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
民
間
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
今
後
展
開
す
る
宇
検
村
オ
ー
ナ
ー
制
度
会

員
の
宿
泊
先
な
ど
へ
の
活
用
や
都
市
部
と
の
交
流
、

滞
在
型
観
光
を
進
め
て
、
都
会
の
人
々
に
宇
検
村

の
自
然
、
伝
統
文
化
、
芸
能
、
農
林
水
産
業
の
体

験
を
通
し
て
、
地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
宇
検
村

の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
定
住
促
進
や
農
業

振
興
に
も
つ
な
げ
る
の
が
目
的
で
、
体
験
交
流
セ

ン
タ
ー
の
開
設
で
ツ
ア
ー
も
本
格
化
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
は
総
事
業
費
約
２
億
円

（
過
疎
債
）
で
、
約
三
千
平
方
�
の
敷
地
に
、
宿

泊
施
設
を
備
え
た
研
修
セ
ン
タ
ー
と
宿
泊
用
ロ
ッ

ジ
五
棟
（
一
棟
四
十
三
平
方
�
）
と
駐
車
場
を
整

備
す
る
。

　

研
修
棟
（
延
べ
床
面
積
六
百
十
八
平
方
�
）
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
と
な
っ
て
お
り
、

一
階
は
間
仕
切
り
の
和
室
を
兼
ね
備
え
た
広
間
で
、

ツ
ア
ー
客
ら
が
学
習
し
た
り
、
地
域
住
民
と
交
流

す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
二
階
に
は
ツ
イ
ン
の
洋
室
六
室
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
五
棟
の
ロ
ッ
ジ
は
木
造
平
屋
建
て
で
、

「
癒
し
の
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
広
く
ゆ
っ
た

り
と
し
た
作
り
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
本
村
で
は
、
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
て
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
文
化
、

色
濃
く
残
っ
て
い

る
結
い
の
精
神
を

大
事
に
し
て
、
本

村
に
集
ま
る
人
々

と
交
流
を
深
め
、

定
住
人
口
が
増
え

る
施
策
を
打
ち
出

し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
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・
公
共
施
設
の
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て

　

総
合
運
動
公
園
の
有
効
活
用
の
面
か
ら
各
種
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
な
い
か
検
討
し
、

地
域
活
性
化
へ
の
方
策
を
図
り
ま
す
。
ま
た
各
種

公
共
施
設
を
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
民
間
委

託
出
来
な
い
か
検
討
い
た
し
ま
す
。
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新
た
な
財
源
確
保
で
は
企
業
誘
致
と
、
現
在
あ

る
村
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
村
内
に

点
在
す
る
利
用
計
画
の
な
い
土
地
や
、
施
設
の
移

転
等
に
よ
り
処
分
す
べ
き
土
地
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
売
却
し
ま
す
。
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・
田
検　

六
、
百
四
十
一
㎡

　

・
須
古　

八
、
四
百
五
十
二
㎡

　

・
部
連　

一
二
、
九
百
二
十
五
㎡

　

・
芦
検　

一
七
、
〇
〇
〇
㎡
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住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長
し
て
、

出
勤
前
や
帰
宅
前
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
体

制
を
図
り
ま
す
。

　

以
上
の
計
画
を
毎
年
度
精
査
し
て
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
、

ス
リ
ム
で
健
全
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
将
来
に

わ
た
り
、
や
す
ら
ぎ
と
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

宇
検
村
の
構
築
を
進
め
ま
す
。
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事
務
事
業
で
は
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負

担
金
、
委
託
料
は
役
割
や
効
果
を
精
査
し
て
継
続

ま
た
は
減
額
、
廃
止
等
を
検
討
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
近
年
据
え
置
い
て
い
る
使
用
料
や
手
数
料
の

あ
り
方
も
検
証
し
、
毎
年
見
直
し
歳
入
の
確
保
を

図
り
ま
す
。
現
在
支
給
し
て
い
る
八
十
歳
以
上
へ

の
敬
老
年
金
は
支
給
年
齢
や
金
額
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
出
生
と
入
学
時
に
祝
い
金
を
支

給
し
て
い
る
「
た
ま
く
が
ね
条
例
」
は
U
・
I
タ
ー

ン
の
定
住
促
進
対
策
に
結
び
つ
く
新
制
度
に
組
み

込
み
、
三
月
の
定
例
会
で
定
住
促
進
条
例
を
制
定

い
た
し
ま
す
。
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組
織
機
構
で
は
、
平
成
一
八
年
度
に
農
業
委
員

会
・
地
積
調
査
課
を
経
済
課
に
統
合
し
、
教
育
委

員
会
の
三
課
を
統
合
し
て
事
務
局
の
一
局
体
制
に

し
て
、
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
学
校
給
食
室
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度
中
に
教
育
委
員
会
内
に
、
給
食
セ

ン
タ
ー
方
式
の
運
営
委
方
法
の
検
討
を
図
り
ま
す
。

定
員
の
適
正
化
で
は
、
職
員
（
現
六
十
九
人
）
の

補
充
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
平
成
二
十
二
年
度
ま

で
五
年
間
の
退
職
者
五
人
に
対
し
採
用
は
平
成
十

八
年
度
に
一
人
に
と
ど
め
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
も
痛
み
が
伴
う
厳
し
い
行
革
の

導
入
に
伴
っ
て
人
件
費
を
、
村
長
を
は
じ
め
四
役

の
報
酬
や
管
理
職
手
当
を
現
在
の
五
％
カ
ッ
ト
か

ら
七
％
カ
ッ
ト
に
し
、
特
殊
勤
務
手
当
等
を
現
行

以
上
に
抑
制
し
、
旅
費
、
経
費
、
各
種
委
員
手
当

も
減
額
い
た
し
ま
す
。

　

本
村
は
こ
れ
ま
で
も
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を

策
定
し
て
経
費
の
節
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴

う
地
方
交
付
税
の
減
少
も
あ
っ
て
財
政
は
依
然
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
今
後

五
年
間
の
新
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
て

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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こ
の
度
、
宇
検
村
で
は
二
〇
〇
六
年

度
か
ら
五
年
間
の
村
行
財
政
改
革
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平

成
十
七
年
一
月
十
六
日
に
開
催
し
た
市

町
村
合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
結

果
を
受
け
、
平
成
十
七
年
三
月
に
奄
美

大
島
地
区
合
併
協
議
会
か
ら
の
離
脱
を

決
定
し
、
単
独
で
の
行
政
運
営
を
行
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

村
で
は
や
す
ら
ぎ
と
活
力
に
満
ち
た
魅

力
あ
る
宇
検
村
構
築
の
た
め
、
更
な
る

ス
リ
ム
な
行
政
確
立
に
向
け
て
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
前
回
策
定
し
た
宇
検
村
行

財
政
改
革
実
施
計
画
書
を
再
度
見
直
す

た
め
、
職
員
で
構
成
し
た
宇
検
村
行
財

政
改
革
推
進
本
部
及
び
行
財
政
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
宇
検
村
行
財
政

改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
、
総
額
約
二

億
円
の
歳
出
節
減
を
目
指
し
ま
す
。
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村
内
の
三
つ
の
中
学
校
で
三
月
十
五
日
、
一
斉
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

十
五
人
（
男
八
人
、
女
七
人
）
の
生
徒
が
九
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、

決
意
を
新
た
に
馴
れ
親
し
ん
だ
学
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
田
検
中
学
校
で
十
三
名
、
久
志
中
・
阿
室
中
学
校
で
は
そ

れ
ぞ
れ
一
人
の
卒
業
式
と
な
り
、
ま
た
名
柄
中
学
校
に
於
い
て
は
、
卒
業

生
が
い
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

阿
室
中
学
校
（
竹
下
安
秀
校
長
）
で
は
、
第
五
十
八
回
卒
業
式
が
午
前

十
時
か
ら
体
育
館
で
行
わ
れ
、
唯
一
の
卒
業
生
と
な
る
、
平
加
代
子
さ
ん

（
平
田
在
住
）
を
参
加
者
全
員
が
拍
手
で
迎
え
て
い
ま
し
た
。
式
で
は
在
校

生
や
父
母
が
見
守
る
中
、
竹
下
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
長
式
辞
で
は
「
一
人
だ
け
の
学
級
だ
っ
た
が
先
生
と
一

緒
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
。
村
弁
論
大
会
の
優
秀
賞
は
見
事
。
こ
の
い
っ

ぱ
い
想
い
の
詰
ま
っ
た
卒
業
証
書
を
忘
れ
な
い
で
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
小
学
校
・
中
学
校
在
校
生
全
員
に
よ
る
想

い
の
こ
も
っ
た
送
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
応
え
て
、
加
代
子
さ
ん
が
「
私

は
、
阿
室
校
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
り
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
頑

張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。」
と
力
強
く

巣
立
ち
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

「
仰
げ
ば
尊
し
」「
校
歌
斉
唱
」
の
あ
と
、

参
加
者
全
員
に
よ
る
花
の
ア
ー
チ
を

く
ぐ
り
、
三
年
間
の
思
い
出
の
つ
ま
っ

た
学
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
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三
月
五
日
村
学
習
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
出
る
館
」

に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
の
公
民
館
講
座
閉
講
式

が
行
わ
れ
、
公
民
館
を
利
用
す
る
自
主
学
習
グ
ル
ー

プ
な
ど
関
係
者
約
百
人
が
参
加
し
、
修
了
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
村
婦
人
会
が
元
気
の
出
る
館
の
中
庭

で
、
各
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
物
や
飲
食
品
の
バ

ザ
ー
を
行
い
、
昼
時
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
講
座
受
講
生
を
代
表
し
て
舞
踊
教

室
の
小
松
絹
代
さ
ん
（
湯
湾
在
住
）
が
、
修
了
証
書

を
授
与
。
そ
の
後
岩
元
教
育
長
が
「
人
生
八
十
年
代

を
迎
え
、
生
涯
学
習
の
意
義
が
出
て
い
る
。
こ
れ
を

機
会
に
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
、
元
山
村
長
は
「
今
日

は
皆
さ
ん
、
達
成
感
に
満
ち
た
顔
を
し
て
い
る
。
こ

こ
で
習
わ
れ
た
事
を
持
ち
帰
り
、
集
落
で
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
。」
と
祝
辞
を
送
っ
た
。
こ
れ
に
応
え
、

受
講
生
を
代
表
し
て
韓
国
語
教
室
の
曽
我
部
栄
子
さ

ん
（
須
古
在
住
）
が
「
公
民
館
講
座
は
学
習
だ
け
で

な
く
、
人
付
き
合
い
に
も
大
事
な
こ
と
、
今
後
は
家

庭
に
持
ち
帰
り
習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
た
い
。」
と

謝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
発
表
会
が
行
わ
れ
、
受
講
生
の
舞
台
発

表
や
作
品
展
示
で
一
年
間
の
学
習
成
果
を
披
露
し
、

会
場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
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第
八
回
宇
検
村
健
康
づ
く
り
完
走
歩
大
会
が
三
月
五

日
に
村
陸
上
競
技
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

時
折
そ
よ
風
が
吹
く
心
地
よ
い
天
気
で
、
大
会
に
先

立
っ
て
ア
ク
ア
ク
ラ
ブ
よ
り
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
参
加
し
、
正
し
い
準
備
運
動
を
指
導
し
て
お
り
、

参
加
者
達
は
普
段
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
か
の
様
に

楽
し
そ
う
に
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま
し
た
。
大
会
に
は

約
四
百
人
が
参
加
し
て
三
キ
ロ
コ
ー
ス
、
五
キ
ロ
コ
ー

ス
、
十
キ
ロ
コ
ー
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
れ
、
大
会
参
加

最
高
齢
の
高
田
タ
ツ
エ
さ
ん
（
湯
湾
在
住
）
七
十
七
歳

を
筆
頭
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
る
幼
児
ま
で
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
健
康
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
終
了
後
に
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
、

元
山
村
長
が
引
い
た
番
号
に
、
会
場
の
各
所
か
ら
歓
声

が
あ
が
り
、
和
気
あ
い
あ
い
あ
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

大
会
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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二
月
十
一
日
に
子
供
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
体
験

学
習
に
は
、
親
子
で
併
せ
て
約
三
十

名
が
参
加
し
て
、
奄
美
の
伝
統
的
な

食
文
化
を
知
り
体
験
す
る
こ
と
で
、

昔
か
ら
地
域
に
残
る
食
文
化
の
良
さ

を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

黒
糖
づ
く
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
達
は
午
前
中
、
宇

検
農
産
所
有
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
集

ま
り
、
初
め
て
の
体
験
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
刈
り
を
行
い
、
最
初
は
馴
れ
な
い

手
つ
き
で
し
た
が
、
元
気
の
出
る
公
社
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
刈
り
取
り
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
黒

糖
工
場
に
場
所
を
移
し
、
実
際
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
絞
り
、
黒
糖
に
な

る
ま
で
の
行
程
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
糖
を
煮
つ
め
て

い
る
間
に
、
元
気
の
出
る
館
の
調
理
場
に
い
て
、
田
検
小
学
校
教
諭

の
今
村
先
生
の
指
導
で
、
ガ
ジ
ャ
豆
作
り
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
供
達
は
、「
ガ
ジ
ャ
豆
作
り
は
炒
め
る
だ
け
な
の
で
、
簡

単
で
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

黒
砂
糖
は
奄
美
の
長
寿

食
材
と
い
わ
れ
お
り
、
こ

の
他
に
も
奄
美
に
は
長
寿

の
要
因
と
い
わ
れ
る
食
材

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
郷
土
に
残
る

食
文
化
を
伝
承
し
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

　

二
月
二
十
六
日
に
村
連
合

青
年
団（
会
長
益
江
福
太
郎
）

約
三
十
名
が
参
加
し
て
、
村

内
に
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
日
頃
よ
り
、
自
分

達
の
手
で
何
か
村
の
活
性
化

が
出
来
な
い
か
悩
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
み
ん
な
が
す
ぐ
参

加
で
き
て
、
手
短
な
所
か
ら

始
め
て
い
こ
う
と
言
う
事
に

な
り
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の

清
掃
活
動
に
参
加
し
た
団
員

達
は
、
今
後
も
継
続
的
に
実

施
し
て
、
き
れ
い
な
宇
検
村
、

誇
れ
る
宇
検
村
に
し
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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新
春
恒
例
の
宇
検
村
消
防
出
初

式
が
一
月
六
日
、
村
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
田

検
小
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
分
団
員

約
八
十
人
に
よ
る
堂
々
の
入
場
行

進
に
雨
も
吹
き
飛
び
、
来
賓
や
村

民
が
見
守
る
中
、
観
閲
、
分
列
行

進
、
各
分
団
の
消
防
操
法
が
行
わ

れ
、
最
後
に
新
春
の
空
に
向
か
っ

て
虹
の
ア
ー
チ
を
描
く
放
水
訓
練

を
し
て
防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
気
の
出
る
館
に
場

所
を
移
し
、
元
山
村
長
の
訓
辞
、

各
関
係
者
か
ら
の
祝
辞
あ
り
、
多

年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
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こ
の
日
の
成
人
式
会
場
の
元
気

の
出
る
館
は
、
新
調
の
ス
ー
ツ
や

振
り
袖
で
着
飾
っ
た
成
人
者
で
華

や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
、
午
前
十

時
か
ら
開
か
れ
た
式
典
で
は
、
成

人
者
一
人
一
人
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
後
、
関
係
者
や
元
山
村
長
か
ら
「
今
日
か
ら
成
人
と
し
て
認
め
ら

れ
、
こ
こ
ま
で
成
長
出
来
た
の
も
ご
両
親
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
ま
す
。」
と
祝
辞
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
村
伝
統
芸
能
の
須
古
鎌
踊
り
の
披
露
に
続
き
、
成
人

者
が
中
学
卒
業
時
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
か
、
連
青
（
益

江
福
太
郎
団
長
）
の
進
行
で
父
母
の
前
で
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

成
人
者
を
代
表
し
て
村
内
在
住
の
壽
山

亮
さ
ん
が
「
私
達
は
進
む
道
は
違
う
け

ど
、
進
ん
で
き
た
道
が
間
違
い
じ
ゃ
な

か
っ
た
と
言
え
る
様
に
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
の
後
は
、
記
念
撮
影
や
久
し
ぶ

り
に
会
っ
た
仲
間
達
と
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い

ま
し
た
。
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た
。
式
典
終
了
後
は
引
き
続
き
年

始
祝
賀
会
が
あ
り
、
団
員
等
が
交

流
を
深
め
、
災
害
の
な
い
村
を
目

指
し
て
団
結
し
て
い
ま
し
た
。
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芦
検
分
団
長　
　

松
井
辰
夫
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生
勝
分
団
員　
　

武
島
廣
昭

　

生
勝
分
団
員　
　

森　
　

進

　

阿
室
分
団
員　
　

岡　

政
弘

　

阿
室
分
団
員　
　

白
間
純
徳
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湯
湾
分
団
長　
　

國
馬
杉
野

　

湯
湾
分
団
副
団
長　

向
山
輝
次
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芦
検
分
団
員　
　

栄
平
四
郎

　

湯
湾
分
団
員　
　

藤　

貴
文

　

湯
湾
分
団
員　
　

辰
島
伸
乃
介

　

湯
湾
分
団
員　
　

小
林
賢
朗

　

平
田
分
団
員　
　

宮
原
泰
也
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阿
室
分
団
員　
　

保
枝
力
人
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湯
湾
分
団
班
長　

辰
島
雅
之

　

湯
湾
分
団
班
長　

保
岡
辰
男
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平
成
十
七
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
湯
湾

干
拓
地
に
街
路
灯
が
十
基
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
啓
発
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
の
助
成
制

度
を
導
入
し
た
も
の
で
す
。
今
回
、

昨
年
に
引
き
続
き
街
路
灯
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
合
運
動

施
設
の
周
辺
道
路
全
体
に
街
路
灯

が
整
備
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
街
路
灯
整
備
に
よ
り
、
村
民

の
方
々
が
安
心
で
安
全
な
健
康
増

進
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
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財
団
法
人
・
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
の
た
め
受
け
入
れ
る
受
託

事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
《
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

と
し
て
各
集
落
へ
奄
美
太
鼓
を
購
入
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
事
業
で
購

入
し
た
奄
美
太
鼓
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た

め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
で
披
露
し
、
各

集
落
と
も
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
八
月
踊
り
・

六
調
」
を
後
生
に
継
承
し
て
貴
重
な
奄
美
の

伝
承
文
化
を
保
存
し
て
い
け
る
も
の
だ
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

��
　この欄は、みなさんのページです。
　村政への意見や提言、要望、詩、俳句その
他なんでも結構です。およせください。
 元気の出る課広報係
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　現在「育成医療」「更正医療」「精神通院医療」の対象となってい

る方は、一定以上の

　　所得の方を除いて引き続き「自立支援医療」の対象となります。
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※１　育成医療の場合に限り、�����������	
����������	の負担上限月額
※２　高額治療継続者（「重度かつ継続」）の範囲についてはお住まいの都道府県・市町村やご利
用の医療機関にお問い合わせ下さい。
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○　申請・相談の窓口
育成医療　　：都道府県、指定都市、中核市（保健所、市役所など）
更正医療　　：市町村（福祉事務所、市役所・町村役場など）
精神通院医療：���市町村　�� 精神保健福祉センター
○　現在ご利用されている方で、平成18年４月１日以降も有効期間の継続する方は、新制度への
切り替え手続きが必要となります。
○　手続きには、申請書、医師の意見書・診断書、所得確認のための書類等が必要です。
○　申請の際には、自立支援医療を受けるために利用する医療機関（病院、診療所、薬局等）を
決めていただく必要があります。
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市町村民税（所得割）の合計額市町村民税非課税世帯

生活保護世帯
20万円以上

２万円以上
20万円未満
（中間層２）

２万円未満
（中間層１）

低所得２低所得１

対象外医療保険の自己負担限度額※1

負担上限月額
5,000円

負担上限月額
2,500円

０円
高額治療継続者（「重度かつ継続」）※2

負担上限月額
20,000円

負担上限月額
10,000円

負担上限月額
5,000円
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　これまでは、簡易水道使用料・農業集落排水使用料・漁業集落排水使用料・住宅使用料が郵便

局で口座振替ができましたが、平成18年度より新たに下記の科目が口座振替出来る様になりまし

た。
　・村県民税　・固定資産税　・軽自動車税　・国保税
　・介護保険料　・保育料　・措置費負担金
���������	�
���	���

　　※　簡易水道使用料・農業集落排水使用料・漁業集落排水使用料・住宅使用料の口座振替日

は、毎月25日から月末に変ります。
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　　　各校区にある郵便局に申請書類が完備されています。

　　　※ 申請をしてから1ヶ月程度かかりますのでご了承ください。
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　この度、本村須古に在住していた故　鎮原照治氏が従五位を授章されました。鎮原氏は、これ

まで教育職員として42年余りの永きにわたり教育一途に尽力し、県教育の研究研鑽に努め、実践

によって培った指導力で教育に当たり多くの人材を輩出するとともに、教育施設整備や教育環境

の整備に尽力し、児童、生徒はもとより教職員や地域住民の尊敬と信頼を一身に集めるなど正に

教育者の模範として鹿児島県教育に貢献した功績が認められ叙勲を授章いたしました。私達村民

一同、心からこの功績を讃えたいと思います。
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　なお、従来の「登記済証（権利証）」は廃止され、「登記識別情報の通知」及び「登記完了証」

が交付されることになります。

　現在、登記名義人がお持ちの登記済証（権利証）は、書面による申請をする場合に、添付書面

として利用することができます。

　　※ 詳しい内容は、法務局の窓口でお問い合せください。
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　また、下記のホームページでもご案内しておりますので、ご覧ください。
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　国民年金保険料は口座振替を利用すると納め忘れがなく、また、毎月納めに行く手間が省けて

便利です。さらに、保険料が割引になる方法もあります。

　保険料は翌月末（月末が金融機関非営業日のときは翌営業日）が納期限で、口座振替もこの日

に振替られますが、これを当月末の振替へ変更すると、毎月保険料が割引されます。

　平成17年度に保険料を口座振替にしていた方で、13,540円振り替えられている場合は、すでに

当月末払いになっています。13,580円振り替えられている場合は翌月末払いをされています。

　翌月払いを、割引のある当月末払いに変更する場合は、届出が必要です。

　さらにお得になる方法として口座振替の前納制度があります。口座振替前納には１年分前納と

６ヶ月分前納（４月～９月分と10月分～翌年３月分）ができます。

　口座振替の手続きはお近くの社会保険事務所または金融機関へ。平成18年度の１年分と４月分

～９月分の口座振替前納は、社会保険事務所に３月20日必着です。金融機関に届出する場合は日

にちがかかることがありますのでご承知おきください。

　口座振替の前納を出し忘れてしまったという場合は、納付書で前納することができます。

口座振替の前納より割引額は少なくなります

が、毎月納めるよりもお得になりますので、ご

利用ください。

　最近、大手金融機関などを装って、��������	といった内容の偽物DM（ダイレクト

メール）や携帯メール等を送りつけて、保証金や保険金名目でお金を騙し取る新手の手口が急増

しています。

　このような詐欺行為を��������といいます。

　被害にあわないよう十分ご注意下さい。
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　■　取引関係のないところから突然送られてくる、��������	
�������

��������	
等に注意。

　　　 （低金利で、しかも高額を貸し付けるかのような広告に注意）

��������	

　■　融資をする前に、様々な口実で��������	
���に注意。

　　 （保証料、保険料などの名目で必ずお金を要求してきます）
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　■　「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、送金の前に以下に問い合せ。

　　　　　　「貸します詐欺」被害ホットライン

　　　　　　������������（東京都貸金業対策課）
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　旅券法の改正に伴い、平成18年３月20日申請分から、新型のパスポート（IC旅券）が発行され
ます。
　IC旅券とは、旅券に組み込んだICチップに国籍や名前、生年月日、所持人の顔写真を記録した
旅券です。
　なお、IC旅券の発行に伴い、次の事項が変ります。
��������	
�����
�����

���������	
���	�����������������������
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※　詳しくは、下記までお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
　・かごしま県民交流センター旅券窓口（℡ 099－221－6611）
　・大島支庁総務課（℡ 0997－53－1111）
　・鹿児島県庁国際交流課外事旅券係（℡ 099－286－2303）
　○ 県ホームページパスポート案内URL
　　 http://www.pref.kagoshima.jp/home/kokusaika/passport/index.htm

�������������������� ���������� ���������� ���������� ���������� ���������� ���������� 										 









 ������������ � � � � � � 	 
 �

　納税は社会の基本的ルールです。
　特に、消費税及び地方消費税は、消費者からの「預り金的な性格」を有する税金ですから、日
ごろから、納税のための資金の備蓄に努め、期限内に確実に納付してください。
　個人事業者の方の納付については、ご指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落としと
なる、振替納税が大変便利です。
　なお、期限内に納付がない場合には、本税のほか、完納の日までの延滞税も併せて納付しなけ
ればなりませんのでご注意下さい。
　納税についてお分かりにならないことがありましたら、大島税務署にお気軽にお尋ねください。
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※ 金利は1.40～1.85％（平成17年10月20日現在）

　 期間は最長15年

　上記設備資金のほか仕入資金、諸経費支払、

未払金・買掛金等の決済など事業の経営安定に

必要な運転資金の利用も対象となっています。

ご相談等も随時、受け付けております。
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